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Abstract

Hinduism is one of the oldest religions in the world. In this religion, there is no origi-

nator and no such services as baptism or conversion. Hindus are people who simply

believe in many Hindu gods. Hinduism can be regarded as a naturally originated religion.

The Kingdom of Nepal, consisting of several tribes, has determined Hinduism as its

national religion. In the Nepalese calendar, we can observe a lot of Hindu festivals.

Although Hindu culture has been examined from various scientific view points, there is

few report on the details of the method or intention of its ceremonies. This paper tries to

clarify the process and the purpose of these ceremonies and to consider their influence

upon keeping healthy condition in the Hindu life.

The materials for this study are obtained from an on-the-spot investigation of a

devout Nepalese Hindu couple who are living in Bhagloon village. A close look at their

Hindu feast has revealed that the ceremonies are composed of four activities as the puri-

fication, worship of specific trees, fasting, and offering of food at the altar.

The following reflections are also observed behind the facts :

(1) The purification is not only for showing respect to gods but at the same time for

keeping themselves clean.

(2) Worshipping some special trees is not merely believing in other appearances of their

gods but also appreciation of medical effect from wild plants.
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(3) Fasting is to show loyalty to gods. Also it has a good effect on intestinal disorders.

(4) Food, dedicated to gods for thanksgiving, gives at least minimum nourishment to

people after the feast.

Thus we can conclude that Hindu people have established their method of keeping

health partly in the framework of Hinduism.

はじめに

世界4大宗教の一つであるヒンドゥー教は、現存する最古の宗教の一つであるOこ

の宗教が特定の教祖によって開基されたものではなく、自然発生的宗教であるという

ことは、ヒンドゥー(Hindu)という言葉そのものが、もともとベルシア人がシンドゥ-

(Sindhu)河の対岸に住む非イスラーム教徒を呼ぶのに、誤ってヒンドゥーと発音さ

れたことに由来していることからも伺い知ることができる。したがってヒンドゥー教

には今日でも中心となる人物は存在しないし、入信や改宗の儀式もない。ただその信

徒が多数の神々を信ずる多神教の宗教で、土着の神々はもちろんのこと、仏教のブッ

タさえもヒンドゥー教の神に位置づけられている。このように開放的な思想は、異民

族間の平和を保つためにあらゆる宗教を吸収しヒンドゥー教そのものを成長させてき

た。そこにはしたがって自然発生的な古来の生活の知恵が随所に反映されているとも

見られる。

ところで、ネパールは複数の民族が混在している多民族国家である。そのために、

いくつかの宗教が混在し多様な文化を形成しているが、現在ではヒンドゥー教を国教

と定めているため、暦の上ではヒンドゥー教神話にまつわる宗教行事が多く見受けら

れる。したがって必然的に社会習慣の中に、ヒンドゥー教の宗教的観念や儀礼が多分

に取り込まれていることになる。

これまで日本でも、ヒンドゥー教については、その理念はもとより、神話を始め、

数々の祭礼行事が報告されている。しかしそれらの多くは祭礼の部分的な概要にとど

まっており、ヒンドゥー教の祭礼における各種宗教的行為の実際の手順詳細の記述、

あるいはそれら行為の目的や意味についての論議にはあまり手がつけられていない。

そこで本稿では、まず最初に、ネパール王国のガンダギ県バグルン郡(図1)出身

のチェットリ族1)夫婦からの聞き取り調査に基づき、信徒の視点から、暦に記された

ヒンドゥー教の祭礼行事のこの地方での慣行の全容を明らかにする。

さらにそれら儀式の諸行為が、結果的に生活における健康保持に果たす役割につい

て吟味・検討した。
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(`NEPAL INMAPS'より)

図1ネパールの民族構成と調査地(Baglung村)

I.祭礼行事の概要-2052年(西暦1995年4月14日-1996年4月12日)の場合-

ヒンドゥー教の祭礼行事が1年を通して、どのように位置づけられているかの全容

を明かにするために、本稿ではヴイクラム暦2052年(西暦1995年4月1996年3月)

の祭礼行事を例にし、調査が進められた。表1と対応させながら、それぞれの行事の

特色を明かにしてみたい。なお本文中に、しばし触れられる、ヴイクラム暦の1-12

月は表2に、黄道12宮3)は表3に示すとおりである。

1.navabarsa/mesasakr瓦nti/bais瓦khasakr瓦nti4)

ネパールでは、太陰暦の毎月初日、つまりsakr瓦ntiは神聖な日とされている。

中でも、太陽が雄半座を支配する日をmesasakr瓦ntiまたはbais瓦khasakr豆nti

とし、暦の上でも重視されている。

このbais瓦khasakr瓦ntiからネパールでは、ヴイクラム暦の新年が始まる。

2.m瓦t瓦tirthaaumsi!瓦m豆komukhaherne/bais瓦khakr叩apaksaaumsi'T5)

bais瓦khakr叩apak岑aaumsiは別名「母の日」である。

この日、母親が喜び与えてくれた祝福は、息子や娘たちに大きな徳をもたらす。

3.aksayatrtiya/bais豆khasuklatrtiya

ak甲ayatrtiyaは、暦の上での春のはじまりで、この頃大麦が実り、家に置かれ

る。宗教的慣習により、神に最初に贈与し、その後で人間が食べる決まりがある。
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表1ネパールの祭礼行事一覧(ヴイクラム暦2052年)

西暦,霊孟陰暦曜日行事名

1 4月14日1月1日自14

2 4月29日1月16日30

3 5月2日1月19日自3

4 6月9日2月26目白11

5 7月9日3月25目白12

6 7月17H4月1日黒5

7 a月1日4月16自白5

8 8月10日4月25日白14

9 8月17日5月1日黒7

10 8月26日5月10日30

ll 8月29日5月13日自3

12 8月30日5月14目白4

13 8月30日5月14目白4

14 9月9日5月24目白15

15 9月25日6月15自白1

10月1日6月9日白7

10月3日6月17日自10

10月7日6月21日目14

1610月22日7月5日黒13

10月23日7月6日黒14

10月24日7月7日30

10月25日7月8日白1

1711月3日7月17日目11

1812月6日8月20日白15

19 1月15日10月1日黒10

20 1月25日10月11日目5

21 2月17日11月5日黒13

22 3月5日11月22目白15

23 3月270 12月14日自8

24 3月28日12月15日自15

金bais瓦kha sakr邑nti/nava bar寧a

土m邑t邑tlrtha aumsi/五m豆ko mukha herne

火ak亭aya trtlya/parasur豆ma jayanti

金nirjala ek瓦dasi bratam/tulasi bija ropapam

日bai叩avan邑m harisayani ek互dasl bratam/tulsl rop叫am

月sr豆V叫a samkr邑nti/luto phalne

火n瓦gapa己cami!kalki jayantl

木raks邑bandhana

木kr的a janm軸taml brata

土kuseaumsl

火tlja/hari玩lik瓦

水gapesa catulthi

水r串i pa五cam!brata

土pratipa血sr邑ddha

月gatasthapan互/邑sbina sukla pak寧a pratipada

日phulap豆ti

月bijayadasami

土koj豆grata bratam

日dhanbantari jayanti/kagatih瓦ra

月Iakァml puj瓦dip邑vail/kukura tih瓦Ta

火gaipもj-a 、

水bhai tika/govarddhana puja

金harivodhanl ek豆dasi/tulasi bibaha

水dh豆nya pur叩m邑bratam

月m邑ghesamkranti (9日は欠日)

木srlpa己caml/sarasvatl jayanti

土mah豆sivar豆tri

火ph瓦gu purpum豆!holi punhi

水caitra dasaih

木r五manavami brata

注)祭礼行事の呼称は1つに限られないが.ここではカレンダーに記載されている呼称を優先した。
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表2ヴイクラム暦の12周期

ヴイクラム暦bikram sambat太陽暦(isabi san)

正月baiS互kha

第2月jatha

第3月asara

第4月sauna

第5月bhadhau

第6月asoJa

第7月k瓦rtik

第8月mamsira

第9月pusa

第10月m瓦gha

第11月ph豆guna

第12月caitra

4-5月

5-6月

6-7月

7-8月

8-9月

9 -10月

10-11月

ll-12月

12-1月

1-2月

2-3月

3-4月

表3黄道12宮

呼称意味現在の漠名

メ-シャmesa

ヴリシャンbr亭a

ミトウナmithuna

カルカkarkada

シンパsiha

カニヤーknny瓦

トウラtul豆

ヴリシュチカbrscika

ダヌスdhanu

マカラmakara

クンパkumbha

ミ-ナimna

雄羊白羊官

雄牛金牛宮

男女双子宮

蟹巨蟹宮

御子獅子宮

処女処女宮

てんぴん天秤宮

さそり天轍宮

弓人馬官

わに磨掲宮

瓶宝瓶宮

魚及魚官

149

贈与したものは、次の誕生で得ることができるという宗教的信頼があるので、パフ

ン6)に大麦を贈与する習慣がある。

bais豆kha月は、贈与することがよい月とされている。 bais豆kha月とk豆rtik月

は、昼夜の長さがほぼ等しくなるので、その時に贈与するとよいと言われている。
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4. nirjal瓦ek瓦dasi/tulasiko viu ropane!jestha suklapaksa ek瓦das!f)

ヒンドゥー教徒はこの日を特別なエカダシーの断食としている。 1年に24回のエ

カダシーがあるが、この日は一番大きなエカダシーなので、一番大きな善果が得ら

れると信じられている。この日断食をする者は、 1年中のエカダシーの善果が得ら

れるといわれている。

また、この日はトウルシー8)の種を植えなければならない。トウルシーはヴイシュ

ヌ神9)の化身とされている。

5. th屯Io ek瓦dasi/harisayani ek瓦dasI!as瓦r sukla ek豆dasI

女性は休浴をし、断食をする。そしてトウルシーにプ-ジヤ10)をする。

また、この4カ月間(S瓦un, bhadhau, asoj, k瓦rtik)は結婚式を挙行してはな

らないが、それはこのような物語に由来する。

この日は、バリ王の王宮にヴイシュヌ神が寝に行かれた日である。ヴイシュヌ神

は、 samkh云.suraという鬼と戦い、 as豆rsukla ek豆dasiの日に鬼を殺したが、そ

の時非常に疲れたOそこでこの日から寝て、 k瓦rtik月のsukla ek瓦dasiの日に起

きたので、この4カ月間、いかなる祝い事も行ってはならない。

通常は1周月に24回エカダシーがあるが、特別な年は、 26回エカダシーがある。

それらのエカダシーの中で、 ch瓦tumasibrat瓦rambha ( 4カ月断食)の初まりと

なるas瓦r suklaのharisayani ek瓦dasiと、その断食が終わるk瓦rtik suklaの

harivodhaniek瓦dasiを「th屯Io ek瓦dasI (トウ-ロー・エカダシー)」といい、特

に重要視している。

6. S瓦une samkr豆nti/sr瓦V叫a samkr瓦nti/luto ph豆Ine

この日、太陽が蟹座を支配する。

この頃、一般にすべての山岳地帯の農夫たちは、自分たちの土地の田畑にイネや

ヒエを植え終わる。田植えや畑仕事をする際、雨が降ったりして泥々になるため、

細菌が体に宿り、ついには皮膚の病気、村の言葉でルト(一種の皮膚が軽くなり、

移る病気)と言うものに侵される。その病気は、 kamd瓦raka魔王の力で生じると

いわれている。

7. n瓦gapa己cami/sr豆vana suklapamcami

ナ-グ11)を祭る。そうすると、蛇の災難に合わず、家族は幸福で平和になると信

じられている。

. janai p屯rpim瓦/rakss bandhana/sr豆vana sukla

janaip屯rnim瓦の日、パフンやチェットリたちは、年中身につけているザナイ

(墨憲,12)を、ウコンで黄色に染め、真言(マントラ)を唱えながらプ-ジヤをす

る。
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またこの日、パフンが、右手にプ-ジヤをした紐を結びつけてくれる。紐を結ぶ

理由は、人生が無病で長いものであるようにというものである。

janaip缶rnim瓦に結んだ紐は、ティバールの日13)(2カ月半後)に、雌牛にプ-

ジヤをして尻尾に結ぶと、死後天国に行けるといわれている。

9. krsna janm盃.寧tami

この日は、ヴイシュヌの化身であるクリシュナ神が誕生した日なので、 kr叩a

janm豆stamiと言う(表4)o

表4ヴイシュヌの化身

化身名時場所(誕生)

1魚

2亀

3野猪

4 AMl?- nrsimha

5倭人b瓦mana

昼タルクマール川の付近

夕刻海

星バラハ地域(ネパールのコシー川付近)

夕刻ムルスターン(インド)

昼プラヨグラース

6パラシュ・ラーマparasur瓦ma昼ザムニヤ村(インド)

7ラーマrama

8クリシュナkrsna

9ブッダbuddha

lOカルキkalki

昼アヨ-デイヤ(インド)

深夜0時マトウラー(インド)

夕刻ルンビニ(ネパール)

夕刻サンマラガウン

10. kuse aumsi

kuseというのは、ヴイシュヌ神の別の姿、クシャ草である。

ll. tija/bhadau mahin瓦ko suklapaksa trtly瓦

この行事には、次のような物語がある。

ヒマラヤの娘、パルバティー14)に、実父がヴイシュヌ神を結婚相手にと思った。

しかしパルバティーはシバ(マハデブ)15)が好きだったので、マハデブと結婚でき

ますようにと、ティーズの断食をし、マハデブにプ-ジヤをした。後にマハデブは

喜び、パルバティーはマハデブと結婚をした。それゆえに、女性たちはマハデブの

ような夫が得られるようにと、この断食をする。

12. g叫esa caturth/bhadau sukla catulthi16'

ガネ-シャ神にプ-ジヤをするganesacaturthのプ-ジヤには芝を忘れては

ならない。なぜならばガネ-シャ神は、芝が好きだからだ。芝を用い10回プ-ジヤ

をし、そして10個のロッドウ-17)を贈与する。そうすると10個の罪が消滅すると言

われている。また、この日は月を見てはならない。見るとよくないと言われている。
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13.rsipa云cami/bhadausuklapamcahi

この日は女性は断食をすると、月経中の不浄18)に関する罪が消滅すると信じられ

aSE4<

この行事には次のような物語がある。

黄金時代19)、ある国に非常に頭脳明断なパフンがいた。妻はある日、月経中であっ

たが家事が忙しかったので気づかなかった。月経中には夫に食事を作り差し出して

はならなかったが、気づかなかったので、その夫婦はパフンとして不浄の罪を犯し

てしまった。そして次に生まれた時、彼らは雌犬と雄牛になって生まれた。このこ

とを彼らの息子は知っていたoそれ故、rsipa云camiの断食をし、両親を雌犬や雄

牛から解放し、天国へと送った。

14.sonarsr瓦ddhar邑mya

先祖供養。亡くなった自分の父母のサラドゥ(プ-ジヤ)を年に2回行う。

1回は死亡したその日のティティに、サラドゥ(プ-ジヤ)をする。

もう1回は、この日から16日間の中で、その死亡した当該ティティにプ-ジヤを

しなければならない。

15.dasami720)

ヒンドゥー教最大の祭りの1つdasamiには「10」の意味があることから、こ

の祭りは、10日間の祭あるいは10日目の祭りとされ、祭りは10日巨=こ最高潮に達

する。しかし実際にはこの一連の祭りは15日間続く。悪に対する善の勝利を祝うも

のでもあるが、ネパールや東インドでは、水牛の悪魔に対するドウルガ-女神の勝

利を祝い、またインドの他の地域では、魔王ラーヴァナに対するラーマ神の勝利を

祝うなど、地域によりその特色を異にしている。

16.dip瓦vail/k瓦rtikakr印aam豆vastha121)

灯火の祭典(デイワ-リー)は、ダサインと並んで重要な祭りとされており、5

日間続く。

宵の女神であるラクシュミ-もデイワ-リーで拝まれる。ほとんどの家庭で女神

を迎えるために、ランプが、一晩中ともされる。

17.tulasibib豆ha/k瓦rtikasuklaek豆dasI!th屯Ioekadasi

k瓦rtikasuklaek瓦dasIの日は、トウルシー・ビパパの祝賀祭をする。

トウルシーの種をヒンドゥー教徒は、聖なる河のように神聖でプ-ジヤをするに

ふさわしい物とし、重要視している。さらに必要なのはトウルシーに浸された水で

ある22)

ヴイシュヌ神はトウルシーを妻の姿とみなしているので、女性たちはこれを非常

に幸運をもたらすものと確信し、幸運を得るためにプ-ジヤをする。
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as瓦r suklaek瓦dasiに眠りについたヴイシュヌ神23)は、 4カ月後にあたるこの

日に目覚める。

18. dh瓦nya p缶rnum瓦bratam/m瓦rga mamgsira sukla p己rpim瓦

この日、田畑に行き、 `デイワ-リー'プ-ジヤをする。イネ、トウモロコシ、

大麦を植えた場所は、デイワ-リー神の加護で穀物となった。したがって自分が食

べる前に、守ってくれた神に捧げ(食べさせ)なければならないという習慣がある。

そのようにしなければ、神は怒り、翌年、穀物は実らないと言われている。

19. m瓦dhe samkr云nti/makara samkr瓦nti

太陽がわに宮を支配するその日、 m瓦dhe samkr瓦ntiとなるsamkr瓦ntiは毎

月あるが、わに宮と蟹宮のsamkr瓦ntiは特に重要である。この2つのsamkr瓦nti

は、半年ずつの計算である。

m瓦dhesamkr瓦nti (m瓦dhe 1日)から、太陽は北の方-移動し始める。さらに

蟹宮samkr豆nti (s瓦vana 1日)から、太陽は南の方へ移動し始めるO太陽が北の

方に位置している時は、日中が長くなり、夜が短くなる。南の方に位置している時

は、夜が長くなり、日中が短くなる。この夜が長い日にクリシュナは生を受け

yasoda(クリシュナの母、マハパーラータのクリシュナ)は断食をした。それぞ

れのsamkr豆nti (12samkr云nti)の日をヒンドゥー教徒は聖なる日としている。

20. srl pamcami/basanta pamcaml/m瓦gha sukla pamcaml/sarasvati jayanti

サラスヴァティー神24)の誕生日。

21. mah豆sivar瓦tri/phalguna kr叩a catuldasi

シバ神創造(作られた、または誕生したとき)が夜だったので、その名前から

sivar豆triとなっ.25)。

この祭りは毎年、 phalgunakr叩acatuldasiの日に行われるphalguna月は

寒季2カ月の中の後半の月に相当する。マハデブが僅界を守り続けているので、弱

りかけた植物、あるいは落葉した木々は、マハデブのシバタトゥワ26)、つまり繁栄

させるタトゥワで再び整えさせることができ、新しい葉が出始めた。このように古

い葉が落ち、新しい葉が芽生える月なので、 phalg叫a月にはこのsivar瓦triが行

われる。

22. ph瓦gu p屯rnum瓦/ph瓦gu sukla p屯rpim瓦!holi

ph瓦gu sukla pamca astamiからp缶rnim瓦まで視うph豆gu大祭(ホーリー)。

この大祭は、ネパールのタライや山岳地帯27)で行う。この日からホーリー祭が始ま

るので、村々、町々、集落集落の、小さな子どもから年寄りまで、友だちたちにア

ピール粉28)を投げかけし、満月まで遊ぶ。

この祭りを何故行うのか、さらにこの祭りの重要さについて語った様々な物語が
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あるO例えば、ある物語はこのように伝えているO古代hirapyakasyapaの名を

もった悪魔(鬼)王は、自分の息子のplahal豆daに神の力があることを怒り、戟

害すために自分の妹であるホーリー(火に燃えない力を王から得ていた)に息子を

殺させる。毒を食べさせ、蛇に岐ませ、山から突き落としたりさせた。しかし息子

には神の力があるので何ともなかった。が妹の方は、炎で灰になってしまった。火

に燃えない力を持っていても火で灰になり死んだOそうしてこの時からホーリーの

火は私達のものとなった。

23. caitra dasai血!caitra sukla astaml

caitra sukla astamiは、 caitra dasai血祭であるOヒンドゥー教では年2回、

ダサインをする。

1回目は秋、 asoja29)で、もう1回目は春のcaitra月である。この日はドウルガ-

女神30)が誕生した日である。したがってこの日ドウルガ-女神のプ-ジヤをし、祭

りをすると、病気、悲しみ、死から逃れ、幸せになると信じられている。

24. r豆manavami/saitra亨ukla navami

r瓦manavamiは、ラーマ神31)の誕生祭のことである。ラーマは、 saitra月の

suklapaksaのnavami(12月自分第9日目)に生まれ、ヴイシュヌの化身とされ

ている。寺院では、一晩中プ-ジヤをし、ラーマ神賛歌をうたう人で賑わう。

以上、ヒンドゥー教の祭礼行事の概要について述べてきた。

これらの祭りの全容からヒンドゥー教の祭礼行事は、多くは次のような機会に設

けられていると言えよう。

(1) sakr瓦ntiやekadasiなど、黄道の移行、特定のthitiあるいは季節の区切

り目といった天体に関わりのある時。

(2)神の誕生日。

(3)特定の神(化身や使者をも含む)に祝福や感謝、祈願をする場合。

(4)人体の浄化もしくは断食。

(5)その他(先祖供養、カーストに関わるものなど)0

これらは、伝承されている数々の神話に基づくものが多いが、その際、 1つの祭り

に対して異なった内容の神話がいくつも報告されることがしばしばある。

さらにこれらの特徴に基づき、年間の祭礼行事を表してみると表5のような結果に

なる。多くは1つの.祭りにいくつかの要素が重なりあっているため、この分類基準は

必ずしも厳密なものではない。しかしながらこの表から、神の誕生祭は冬から春にか

けて多く、長期にわたる祭日は秋に集中していることがうかがえる。また、全体的に

は、数日間続く祭りを除いては月に偏りがなく、年間を通じ何らかの祭事が行われる

ことになる。
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日
月

(太防暦) 1 2 3 4 5 6 て 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 171819202122 23242526 2728 29303132

1 4 - 5 1 5 2

2 5- 6 4

3 6～7 4

4 7～8 1 3 5

5 8～9 1 3 4
3
4

5

6 9- 10 3 5

7 10- ll 3 3

8 ll- 12 3

9 12- 1

10 1‾2 1 2

ll 2～3 2 3

12 3～4 2 2

<1-黄道の移行、 2-神の寮生日、 3-特定の神(化身や使者をも含む)に祝福や感謝、祈厳、 4-人
体の浄化もしくは断食、 5-その他>

Ⅱ.祭礼行事の偶行

これまでヒンドゥー教の祭礼行事について、ヴイクラム暦2052年(1995年4月～

1996年3月)の暦を例にとりながら、その全容を概観してきた。そこで次に聞き取り

調査をもとに、それらの諸行事ではどのような物が儀式の際に必要とされているのか

を明かにするとともに、僑徒の間で儀礼が実際に、どのようにな手順で執り行われて

いるか、前項と同様にヴイクラム暦1月から順を追って明かにしてみよう。

1. nava bar亭a/mesa sakr瓦nti/bais邑kha sakr瓦nti

この日、早朝に休浴をし、清掃をして、清潔な服を着る。そしていろいろな女神・

神を参拝し、プ-ジヤなどを行う。断食をする人もいる。

2. m邑tatirtha aumsi!瓦m瓦ko mukha herne!bais瓦kha kr印apaksa aumsi

この日、息子や娘たちは母親に美味しい食べ物を食べさせ、喜ばせなければなら

ない。

もし、母親がすでに亡くなってしまっている場合は、 m豆t瓦tirthaの名の聖地

(カトマンドゥ一にある)、あるいはその他の聖地(例えばカーリーガンダギ川の岸

辺、またはセ-ティーガンダギ川の岸辺、ガンダギ川の側の寺院32)へ行き、休浴を

しプ-ジヤをした後で、パフンに、あるいは聖者に、米、ダル33)、ギ-34)、ジャガ

イモ、野菜、塩、ウコン、香辛料などを与える。そして牛乳で少量の米をたいて、
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その中に蜂蜜、ギ-、バナナなどを混ぜ、米を団子にして、河の側へ行き流す。そ

うすれば天国の母親が、それを得ることができると信じられている。

3. ak亭aya trtiya/bais豆kha sukla trtiya

この日はガンガー35)へ行き休浴をし、ヴイシュヌ神の化身であるクリシュナ神が

配られている寺院または家で、クリシュナの神像あるいは写真に、ビヤクダンと大

麦でプ-ジヤをする。そうしてパフンにも大麦を贈与する。

ak亭aya trtiyaは、春が終わり、暑い季節が初まる頃であるO太陽の日差しで、

体の熱が上昇し水を飲みたくなる。そのために体は乾いたように感じる。そのよう

なときビヤクダンでプ-ジヤをし、額にテイカ36)をつけると、体は涼しくなるO

大麦はクリシュナの別の姿とされている。したがって、このように過ごし、プ-

ジヤをすると幸運になると言われている。また大麦粉は体の多くの病をよくする。

4. nirjal豆ek豆dasI/tulasiko viu ropane!jestha suklapaksa ek豆dasI

ヒンドゥー教徒は特別なエカダシーの断食としている。サスットラ(古文書)で

は、エカダシーの断食をする者は、無病で長寿であると言われている。この日は穀

物を食べてはならない。しかし、病人や虚弱者は牛乳や果物を食べてもよい。

この日、日の出から日没まで水さえ飲んではならないという決まりがある。

je的ha月は暑いので、水分を多くとらなければならない。しかしこの日は、水を

飲んではならないという決まりを作ったのは、信徒たちの忍耐力を高めるためであ

る。この日プ-ジヤをし、穀物、布、傘、果物を与える習慣がある。プ-ジヤと供

えが終わった後で、トウルシーの種を、鉢又は畑に植えなければならないo (この

日、他の花の種も植える。)トウルシーはビイシュヌ神の別の姿とされている。

5. th屯Io ek豆dasI/harisayani ek瓦dasI/as豆r sukla ek瓦dasI

この日、ヒンドゥー教徒の女性は、早朝に起きて休浴をする。ある人は果物だけ

を食べ、ある人は水だけを飲んで断食をする。そしてトウルシーのプ-ジヤをする。

as豆r月に種を植え、そしてk豆rtik月のek豆dasiに結婚をする。次のドゥワダシー

の日、トウルシーと共にヴイシュヌ神に、祭火の供犠(火を焚き、ギ一に、米、大

麦、ゴマを混ぜ、火に入れてプ-ジヤをする)を執り行い、プ-ジヤをする。

宗教聖典では、トウルシーを植えた家は、テイルタ(-聖なる場所)に相当する

と宗教的重要性を示している。テイルタには、 「トウルシーで、せきなどの病気を

治す。」 「その時々に、断食をしお腹を休めるので消化力を高めることを助長する。」

といった意味も込められている。

6. S互une samkr豆nti/sr豆vana samkr瓦nti/luto ph瓦lne

この日、夕刻、暗くなる頃に、それぞれの家の前の中庭でkam如raka魔王の

プ-ジヤをする。その際、果物、線香、供物でプ-ジヤをする。またプ-ジヤをす
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るとき、森林にある、 kuvig叫O、 panisato、とうきび、 sir正(これは全部森や公

園にある植木の名)やsiudl(一種のトゲのあるサボテン)が必ず必要であるO火

を焚き、プ-ジヤをしながらギ-を入れて上述した植物などを燃やすので、その煙

で、皮Jrの痔くなる病気が治ると信じられているし、実際にその効用も認められて

いる。プ-ジヤをし終わった後、家の4方角(東、西、北、南)に煙と共に、 「(ル

ト)痔くなる病気、行け、knmd豆raka魔王./」と言いながら投げ捨てる風習があ

る。すべての方角に投げ捨てた後、 p盃tesiudiを家の出入ロの上に置く。このよ

うにすると、出入口からそれらの病気が中に入ることができないと信じられている。

また、プ-ジヤをする際、供物にマース(インゲン豆の一種)を砕き、パカウデイ

(天ぷら)を作り、 kam如rakn魔王にプ-ジヤをすると、喜ぶと言われている。

さらにS瓦une月の間中、キール(ミルクに米、砂糖を混ぜて焚いたもの)を食

べる習慣がある。そうすると、体が強くなりそして皮膚の病気にならないと言う風

聞がある。

7. n互gapa云cami/sr豆vana suklapamcami

この日、銀、金、木または土のナ-グを、家の近くに作り、 karabira、 satapa-

tTa、蓮の花、 p瓦ti、よい香りのする線香、ミルク、綿の輪、シンドウール37)、大

麦、ゴマ、米を妙ったもの(妙米)でプ-ジヤをする。と同時に、ミルクとミルク

で作った食べ物でプ-ジヤをしなければならない。ナ-グは、よい香りのする線香

と花、さらにミルクが大好きである。

家では、 12ナ-グ(表6)を各月ごとに作った紙にプ-ジヤをし、戸口の上に牛

の糞で貼りつける38)。

このようにすると、ナ-グは信徒に苦しみを与えないし、家は幸福で平和になる

と信じられている。

表6 12ナ-グの名称

1 ananta 2 basuk1 3 se寧e

5 kamvala 6 karkotaka 7 asvatara

9 samkhap互Ia 10 kariya ll taksaka

4 pajha

8 dhartar軸tr

12 rapimgala

janai p己rnim豆/raks? bandhana/sr豆V叫a sukla

パフンが手に紐を結んだ後、パフンに食事のため供物(米、ダル、塩、ギ-、タ

ルカリー、ウコンなど)を与えなければならない。

紐をウコンで染める理由は、ウコンの芳香が、病をよくすると言い伝えられてい

るからである。
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9. kr叩a janm瓦stami

この日、信徒はみな断食(果物以外、何も食べない)で過ごし、休浴をした後、

夕刻からクリシュナ寺院へ行き、あるいは家でクリシュナ神の写真にプ-ジヤをし、

そして賛歌をうたい、一晩中プ-ジヤをする。

プ-ジヤをしながらクリシュナ神の母、デワキを寝具に寝かせた状態を作り、夜

中の12時、クリシュナが生まれた時亥帽でプ-ジヤをする。なぜならば、クリシュ

ナ誕生の際には陣痛が起きる。それが痛まないようにとプ-ジヤをする。

プ-ジヤをする際、花、供え物としての果物、例えばバナナ、みかん、リンゴな

どを置く。そうしてアピール、大麦、ゴマ、線香、灯明、パンチヤアムリット(-

雌牛のミルク、ヨーグルト、ギ一、蜂蜜、砂糖の5品を混ぜたもの)が必要となる。

さらにパンチヤアムリットを、断食しているもので必ず食べる。

牛乳、ヨーグルト、ギ-を用いるのには次のような理由がある。

牛乳;牛乳には多々よいところがある。例えば、香りがよい、冷たい、まろやか、

ギ一になったものは抽っぽい、こくがあるなどである。寿命が延び、力、知恵が増

える。

ヨーグルト;食欲が増す。力がわく。精力が増す。能力が高まる。そしてお腹の

ために大変よい。

ギ- ;牛のギ-で、知識、記憶力を高め、疲れをとる。声をよくするO力を増や

す。視力を高める。

牛の尿;これで咳を止める。胆嚢の病をよくする。手や足の関節の痛みを治す0

革麻疹をおさえる。お腹の多くの病気を治す。風邪を治し咳を止める。下痢を止め

る。

10. kuse aumsi

パフンが、クシャ草を切ってプ-ジヤをする。家に持ち込んだ後、パフンにテイ

カをつけ、秦銭をし、そしてクシャ草を家の中に置く。 1年間このクシャ草にプ-

ジヤをしなければならない。

プ-ジヤをする際、クシャ草で、薬指に指輪のようなものを作り、はめ(-クシャ

指輪)、プ-ジヤをすると、幸運と良いことがあると信じられている39)

ll. tija/bhadau mahin互ko suklapaksa trtiy豆

朝、休浴をし、何も食べないで断食をし、新しい赤い服を着て、すべての装身具

を身につける。そして家でガンガー岸の砂などを置いて、プ-ジヤをする場所を作

り、シバとパルバティーのリンガ40)を作り、プ-ジヤをする。

プ-ジヤの際に必要なものは、大麦、ゴマ、ビヤクダン、アチェタ- (米を水に

浸し、そして赤いパーン41)を混ぜて作る)、ココナッツ、スパリ42)、レモン、季節
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の果物、布、線香、灯明で、夕刻にプ-ジヤをし、そしてプ-ジヤをした灯火を一

晩中つける。翌日、パフンにテイカをつけ、秦銭をし、食事を与えた後、プ-ジヤ

をしたすべてのものをガンガーに流し、やっと食事をするといった習慣がある。
°

ヒンドゥー教では、この日食事をした女性は、恐ろしい罪を受け、そして再び生

まれる時もよくないとされている。もし、この日、何かを食べると自分の夫の寿命

が縮み、さらに水を飲むと、夫の血を飲んだと同じことになると水さえ飲まない。

12. g叫esa catulthl/bhadau sukla catulthi

ガネッシュの神像を作り、プ-ジヤをしなければならない。 21個の黒ゴマのロッ

ドウ一、線の芝を21本手にし、ガネッシュの10の名(表7)を呼び、プ-ジヤをし

なければならない。そしてさらに、それぞれ2本ずつ芝をそろえてプ-ジヤをしな

がら、大麦、ごま、うこん、線香、アピール、シンドウル、スパリ、聖紐、白い布、

パンチヤカビャ(牛の尿にミルク、ギ一、牛糞、ヨーグルトを混ぜたもの)、パン

チヤアムリット(牛乳、ヨーグルト、ギ一、蜂蜜、砂糖を混ぜたもの)を供える。

プ-ジヤをし終えたら、 10個のロッドウ-とその他のものをパフンに与え、そして

残り10個のロッドウ-を自分で食べなければならない。

表7ガネ-シャ10の名

1 ga埴dhip瓦ya um豆putraya 3 aghan瓦san豆ya

4 bin瓦k豆y豆5 Isaputraya 6 sarvasiddhaprar瓦y瓦

7 ekadantaya 8 lbhavaktraya 9 m缶sikab豆han瓦ya

10 kum邑rasurabe

13. rsi pa云cami/bhadau sukla pamcahi

この日、ヒンドゥー教徒の女性たちは、早朝起きて、河へ行き365本のブラシ43)

で歯を磨く(それぞれ合わせたもので108回ずつ磨く)。そしてさらに午後7時にトウ

ルシーのプ-ジヤをする。このように、パンチヤミ-の断食をした者は、女性の月

経中の不浄に関する罪が消滅すると信じられている。

14. sohar sr瓦ddhar瓦mya

サラドゥでは、ミルクで作ったお米の団子を、各月1塊の計算で作り、牛に食べ

させる。牛が食べると、死者が食べ物を得ることができると信じられている。

この16日間は、魚、肉、たまねぎ、ニンニクを食べてはならない。さらに性的交

わりをしてはならない。
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15. dasami

(1) gatasth瓦pan瓦!豆sbina sukla pratipad瓦

ダサインの第1日目を、 gatasth豆pan豆または9日夜の第1日目としている。

この豆cbina sukla pratipaga (第1日目)と、 caitra月sukla pratipagaの年

2回は、特別な日とされている。この日、早朝に起き、家の土塗りをしてガトを

作る。ガトと言うのは、水瓶のことである。水は、バルン神の他の姿とされてい

る。バルン神をヴェ-ダ44)では束縛から解放する神としている。ゆえにそれぞれ

の幸福を阻害するものを取り除くために、バルン神にプ-ジヤをする必要がある。

この日、早朝に起き休浴をしマッサージをして45)、身体を清めた後、ガンガー

から水と土を持ち帰り、プ-ジヤの部屋で神聖な土と砂をタパラ(葉で作った皿)

または土で作った容器に入れ、それにダサインでは絶対に欠かすことのできない

"ザマラ"がはえる大麦46)とトウモロコシを混ぜてザマラを作る。

その後、 kuladeviとドウルガ-47)の神像を置き、プ-ジヤをする。ドウルガ-

のプ-ジヤをする場所で、農機具や刀などのプ-ジヤをする習慣がある(写真1 )0

写真1ダサインの祭壇

この日からサクティー(女神)のプ-ジヤをいろいろな寺院へ行って行う。 9

日目まで深夜に起きて、休浴をし(可能であるならば、毎日一つ一つの聖地で休

浴をし)、そしていろいろな女神(例えば、ソウラブトウリ、バパンツアリこ、

ツアンドラダタ、クスマンダ、スカンダマ一夕-、カンタヤニー、カールラット

リー、マハゴリー、シツデイラトリーの9つがあるが、毎日それぞれ1つずつプ-

ジヤをしなければならない)にプ-ジヤをすると同時に、ドウルガ-神のプ-ジヤ

をしなければならない。
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(2) ph屯lap豆ti/豆sbina sukla saptaml

瓦cbinasuklasaptami(7日目)の日から、ダサインの特別な祭りが始まる。

saptamiの日は、フルパティーを持ってくる日で、果物、ベールの葉など、バ

ストウ神をプ-ジヤする場所に持ってくる。このフルパティーは、それぞれの家
ほ

や、村の神々の寺院を作った場所、 "壁''から、家々の中へ持ち込む。

(3) dasami

mah瓦astami48)とmah瓦navami/瓦cbina sukla astamiとnavami

8日目から女神の寺院ではボが9)を切って、供物を捧げる。

豆cbinasuklaastamiとnavamiの日、 `ドウルガ-神'の特別なプ-ジヤ
ほ

をする。この日、各地域のバグワティー寺院や壁50)でドゥルーガ-神の特別な

プ-ジヤをする。そして家々では、アヒル、ニワトリ、雄水牛、雄山羊などの供

物を捧げ、プ-ジヤをする。この日、マハカーリー51)、ラクシュミ-52)、サラス

ヴァティーや、自分の家々にある刃物や武器(銃、ピストル、刀、ナイフなど戦

いの武器)、イネ、米、そしてお金にもプ-ジヤをする。

アスタミ-とノワミ-の間の夜は、 k瓦Iar瓦tri(暗黒夜153)と言うOこの日は夜

でも、アヒル、ニワトリ、雄山羊など供物を捧げ、神を喜ばせるプ-ジヤをする。

bijaya dasaml/豆sbina sukla dasami

ダサインの非常に重要な日々である最終日を`ビジヤエ・ダサミー'またはテイ

カの日とされている。この日、ドウルガ-およびその他の女神の最後のプ-ジヤ

をし、最初の日に作った瓶の水を儀式に用い、神の花輪(花)を首にかけ、テイ

カをつける。

このような順序で、尊敬すべき家長が自分よりも小さい者に、祝福する形でテイ

カとザマラをつける。この日、テイカをつけに来ることができない場合は、満月

の日、テイカをつけなければならない。このような方法で、人々は自分の家でテイ

カをつけた後で、自分の親戚たちや尊敬すべき人たちのところへダサインのため

に準備して置いている特別の服を着て、テイカをつけに行く。こように、テイカ

をつけて歩くといったことを瓦cbina sukla pu叩im豆まで行う。そしてプルニ

マが楽しい`ダサイン'祭の最後となる。

10日目はテイカをつける最も重要な日である。この日ココナッツの汁を飲み、

夜通しトランプをし、土の上に座ると、その家にはラクシュミ-が宿り、大金が

集まると言われている。

(4) p屯rpim瓦/koj豆grata bratam/豆cbina sukla p正rnimえ

えcbina sukla p面rnim瓦の日は最後のテイカをつける日である。 p屯rnim豆は

ダサインの楽しい祭りの最後となる。この日は、クリシュナ寺院とヴイシュヌ寺
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院へ行き、プ-ジヤをする。この日、何も穀物を摂取せずに、夜、満月の光に神

を置き、牛乳(牛のみ)や牛乳のキールを用い、ラクシュミ-とインドラ54)のプ-

ジヤをしなければならない。この日のような月浴は、いつの時もない。この季節

(秩)は月光が美しく、月の光から聖水が出てくる。月光は、涼しさを与えるが、

この日の月は、特別な涼しさを与える。それ故にこの日の月浴を経験した者はよ

いが、経験をしていない者は、神の供物のキールを食べ、その月浴を得なければ

ならない。

満月の後、ザマラヤテイカなど儀式に使用したものをガンガーに流さなければ

ならない。

16. dip瓦Vali/k豆rtika kr叩a am瓦vastha

(1) k瓦gatih瓦ra/k瓦gavalilss)

ティバールの初日は、 k云gatih瓦ra、 k瓦rhika kr叩a triyodasiの日となる。

この日、早朝家の中庭に、プ-ジヤをする物を集める。そして美味い食事を作
° °

り、カラスをア-、ア-と言いながら呼び寄せ、カラスに作ったものを与え、食

べさせる習慣がある。この日、カラスにプ-ジヤをしないで食事をすると、災い

が起きるとされている。カラスは閣魔大王の使者で、神のお告げの運搬役とされ

ている。

(2) kukuratih豆ra/naraka caturdasi56'

ティハ-ルの第2日目は、 kukuratih瓦ra、 k瓦rtika kr叩a caturdasiの日と

されている。

この日、朝全員起きて、休浴をし、ヤムラーズ57)のプ-ジヤをし、河々にドゥ-

ナまたはタバリー58)の上に、蝋燭を灯して流す.そしてその後で、イヌのプ-ジヤ

をし、花輪をかけ、美味しい食べ物を与える。イヌはヤムラーズの使者で、バイ

ラブ女神の乗り物とされていると同時に、家を守る存在とも言われている。

(3) g瓦Itih瓦ra/laksmi pi殖/k瓦rhika kr叩a am瓦vasy瓦/aumsi59)

ティバールの第3日目は「ガイティバール」と「ラクシュミ-プ-ジヤ」をす

る。この新月の日は、朝は飼育している牛に、さらに夜はラクシュミ-のプ-ジヤ

をする。この日の朝、人々は牛をラクシュミ-神の乗り物としてプ-ジヤをし、

花輪をかける。そして、美味しい穀物の食べ物を与える。

ラクシュミ-プ-ジヤには、次のような物語がある。

ヴイシュヌ神の妻、ラクシュミ-は、ヴイシュヌ神がチンサガル(下界または

海底にチンサガルという場所がある)に眠っている時、鬼たちを非常に恐れ、蓬

の花の中に隠れて寝ていた。それ故、ラクシュミ-を起こすため、女性たちは家々

に灯火を灯しプ-ジヤをする。ラクシュミ-は自分の夫よりも12日早く起きるこ
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とになる。そして夜ラクシュミ-を起こし、自分の家に招待して食事をもてなす。

そうするとその家は1年中、ラクシュミ-が宿る(居座る)と信じられている。

プ-ジヤの夜、ラクシュミ-は明るくない家には行かないというので、自分の

家にラクシュミ-が宿ることを祈願し、それぞれの家では、主婦たちは家の壁塗

り60)をする。そして家や家の周りを掃除し、灯火を灯す。家の周囲はティバール

の初日から、ラクシュミ-プ-ジヤの日まで灯火をともす。ラクシュミ-プ-ジヤ

の日は、プ-ジヤをしながら灯した灯火を2日間消さないで灯し続けなければな

らない。

菜種油で家の周囲と家の中を灯す理由の1つは、掃除した後もなお残っている

細菌を殺し、健康的な生活を営むためである。もう一つは、この日の夜、ラクシュ

ミ-が世界中をまわり、そして明るい家に宿ると信じられているからである。

家の中ではラクシュミ-の神像や写真と共に、 kuvera )印を置き、プ-ジヤ

をする祭式場を作る(写真2)。そうして沢山の皿に香を焚き、お札、コイン、

イネ、米、色々な果物、ロティー、花輪、数多く(-14種類)の食べ物を作り、

ラクシュミ一に捧げる。と同時にお金を入れる棚、穀物を置くbhakari(器)に

もプ-ジヤをする。この日、正午(午後0時)から、ラクシュミ-を迎え入れる

準備をする。それぞれの家では、自分たちの家の入口からラクシュミ-のプ-ジヤ

をする場所まで道を示すため、足跡のように、ラクシュミ-が足をつくだろう場

所に印をつけ、その印の上にアチヤタ、花、シンドウール、果物を置く。

このラクシュミ-プ-ジヤの日、窓、扉、すべての場所に花輪を置く。そして

沢山の呼び声の歌を歌いながらラクシュミ-を呼び寄せる。ラクシュミ-のプ-

ジヤをし終えたら、ラクシュミ-の花を供物として受け、宴会を行う。

写真2ティバールの祭壇
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ラクシュミ-のプ-ジヤをし終えた後は、その日自分の持っているお金、ある

いは財産を使用してはならない。使ったり、他人に与えたりすると、ラクシュミ-

は逃げてしまうといわれている。村ではラクシュミ-プ-ジヤの夕刻、夜に、バ

イローやデウシ- (ある種の歌)を行うグループに与えるお金や食べ物を別のと

ころにあらかじめ分けて置く。

ラクシュミ-のプ-ジヤをする時に必要な物は、アピール、妙り米(米を妙っ

て作る)、砕かれていない米、イネ、ヨーグルト、 bimiro (一種の酸っぱいもの)、

バナナ、大根、そしてロティーなどである。プ-ジヤをする際、ラクシュミ-が

黄色の服を着て、いろいろな種類の装身具を身につけ、巻き毛をし、亀の甲の上

に座っている様を想い、そして真言(マントラ)を唱える。その後でいろいろな

種類の食べ物を用いプ-ジヤをする。そしてラクシュミ-のテイカと花を自分の

家族全員につける。

(4) govardhana p缶j瓦!kartika sukla pratipad豆/plath豆m瓦

ティバールの4日目、 kartika sukla pratipadaの日の朝、 govardhana

p己jaをするoそしてこの日の夜、盤上遊戯やトランプをするO

この日雄牛やバリ王のプ-ジヤをする。

(5) bh豆itik瓦62)の儀式はティバールの最終日に行われるoこの日、自分の姉妹の

手から兄弟にテイカをつける。自分の姉妹がいない場合は、他の人と姉妹関係を

作ってでも`バイテイカ'の儀式を行う。この日、自分の兄をヤムラーズの、そ

して弟をチットラグブタの姿とみなし、プ-ジヤをする場所を作り、プ-ジヤを

しなければならない。プ-ジヤをし終えた後で、供物を与え、食事を贈与する。

さらにその後で口直しに、パーンやスパリを与えなければならない。油が乾かな

い限り、クルミの水が乾かない限り、ヤムラーズとチットラグブタは兄弟姉妹た

ちを守り続ける。ゆえにバイテイカの儀式を行うと、兄弟姉妹が1年間無病で幸

福であるといわれている。

バイテイカについて、次のような物語が語り継がれている。

ある時、寿命の終わりが近づいた1人の男を、ヤムドゥ一夕とスワヤンヤムラー

ズが連れに来た。しかしその男の姉は、その日がバイテイカの日だったので、ヤ

ムラーズに`バイテイカ'をしない限り、弟を連れて行かないで下さいと頼んだ。

その姉の願いどおり、ヤムラーズはバイテイカの儀式を終えるまで待つことにし

た。姉は油を用い、クルミや果物を捧げ、ビンロウジュの花輪を弟にかけプ-ジヤ

をした。と同時にヤムラーズと、彼と共に来たヤムドゥ一夕たちにも、もてなし

をしプ-ジヤをした。その人の尊敬した歓待を見てラムヤーズは大変喜び、彼女

の願い事を一つだけ聞き入れることにした。姉は「このような機会をお与え下さっ
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ても、あなたたちは私の弟の魂を持っていこうとしています。なぜなら彼の寿命

はすでに終わっているからです。彼を連れて行かないよう私は1つのことを願い

ます。それは何かといいますと、今日、私が弟にプ-ジヤをしながら与えたクル

ミが乾かない限り、油が乾燥しない限り、さらに弟の首にかけたビンロウジュの

花輪が枯れない限り、弟を連れて行かないで下さい。」と言った。この話を聞く

と、ヤムラーズは勘違いをして、願い事を聞き入れることにした。このおかげで

寿命を終えたはずの弟は連れていかれなかった。なぜならクルミは常に水をなく

さないし、スパリの花で作った花輪は枯れない。同様に油も、常に乾かないもの

であった。それ故、バイテイカは姉妹と兄弟のために幸福をもたらす儀式とされ、

その際、油、クルミ、ビンロウジュで作った花輪は欠かせないものとされている。

17. tulasi bib瓦ha!k瓦rtika sukla ek豆dasi/th云Io ekadasi

トウルシーの功徳は先述したようにたくさんある63)。

k邑rtika sukla ek瓦dasiの日、ヴイシュヌ神の神像に生命を吹き込み、よい服を

着て宝石を身につけ、楽器をならしてトウルシーの種の近くで、共に彼らの結婚を

祝う。

18. dh瓦nya p正叩um豆bratam/m瓦rga mamgsira sukla p屯rpim瓦

このdh豆nyap屯rnum豆の日、山や村の家々では、小屋にプ-ジヤをする習慣が

ある。この日、新しいイネの米から作った、または古いイネの米から作った粉でロ

ティー(パン)を作り"サイ・プ-ジヤ''を小屋でする。その後で、イネ、米、ヒ

エそしてトウモロコシを入れてあるbhakarl64)にロティーを捧げる。そしてロティー

の供物を自分でも食べる。このようにすると、 1年間イネは無事貯蔵されるといわ

れている。

19. m瓦dhe samkr豆nti/makara samkr瓦nti

休浴をし(体に油を塗って)、そしてゴマで作った食べ物を食べる(例えばゴマ

とベリーで作ったロッドウなど)。また、この日、キツリー(キルツオ)65)を食べな

ければならない。この食事は身体によく、病気にならないとされている。

m瓦dhesamkr瓦ntiの頃は、寒季のはじまりなので、パフンに布(服)とゴマを

捧げる者は功徳があると言われている。なぜなら布(脂)を着ると温かくなるし、

ゴマで作った食べ物も体を温かくするからである。

20. sri pamcami/basanta pamcami/m瓦gha sukla pamcami

この日からpamcamiの断食が開始されるO妻において、 m瓦gha sukla

pamcamiの日から6年間、毎月パンチヤミ-の日に断食をすると、その妻は幸福

になり夫の愛が得られるという物語がある。

またこの日は、朝起きて休浴をし、体を清潔にした後で、サラスヴァティーの寺
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院または家でサラスヴァティーの写真にプ-ジヤをする。サラスヴァティー女神は、

知識の神とされているので、この日、学校へ勉学に行く年齢の子どもたちは、サラ

スヴァティー神像の前に、本、ノート、ペン、そしてインクを置きプ-ジヤをする。

21. mah瓦sivar瓦tri/phalgupa kr叩a catuldasi

シバ神の夜祭はこのような方法で行われる。

他の祭りを行う時と同様に、この日も朝全員起きて休浴をし、シヴァ寺院へ行き、

櫛、鏡などを用いプ-ジヤをする。そして真言を唱え(サンスクリットの本を読み)、

禅をくみ、賛歌をうたう。

断食をしている人たちは、家々でプ-ジヤをするsivar豆triの夜、食事をしな

いで(果物や、何も入れない紅茶やミルクは食べてもよい)神の賛歌をうたい、夜

4パヘル66)に4種類のプ-ジヤをする。この日、断食をしている人は暗くなった時

に1回だけ食事をすることができる。

シバ神のプ-ジヤをするとき、ダトウラ67)やベルの葉などを必ず用いなければな

らない。と同時に、大麦、ゴマ、ビャクダン、アチヤツタ、花、ミルクでシバ神の

リンガにプ-ジヤをしなければならない。

sivar豆triの日は夜、寝ずに頗儀(イネ、米、ギ-などヴェ-ダ経典を唱えなが

ら火に入れる)をすると、すべての幸福を得ることができ、罪が消失すると信じら

れている。

パルヴァティーがシバ神に、断食の中で最上の断食は何かと尋ねると、シバ神は、

パルヴァティーに言ったO断食の中で卓上の断食はsivar瓦triの断食である。そし

てこの日、清い心になり断食をすると、天国へ行くという話がプラナ-文献に記さ

れている。

22. ph瓦gu p正rnum瓦/ph瓦gu sukla p屯rnim豆/holi

この日からホーリー祭が始まる。山岳地帯よりもタライ地帯の方がこの祭りは雄

大美麗な形で行われる。村々、町々、集落集落の小さな子どもから年寄りまで、友

だちにアピールを投げかけし、満月まで遊ぶ。さらにいろいろな種類の歌を歌う。

この後で、満月の夜にプ-ジヤをする。プ-ジヤをした後で、火を焚きポロ布を燃

やす。そしてホ-リ祭は終わる。

astamiから、集落集落では子供たちが家々-行き、薪をもらいポロ布を置いた

場所に集める。薪を与えない、あるいは少しだけ与えた家へ行き盗んで持って来る

風習がある。家に薪がない時は、薪を買うお金を与えなければならない。集落集落

では薪を1カ所に集めた後で、 1年中仲間との間に生じた仲違い、感情、敵意、さ

らに怒りをホーリーの火に燃やすという風習がある。周囲のすべての隣人が集まり

焚き火をし、体を暖める。
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ph豆gu pu叩im互は冬が終わり春が始まる頃であるO寒さから生じた諸々の病気、

例えば風邪、咳、そして胸の病気などは、その日に燃やしている火の煙や火のぬく

もりから回復する。歌を歌いながら胸に溜まっている咳などを出し、元気になる。

またアピールをつけることで、皮膚病のもととなる細菌などが死ぬと言われている。

この時は金持ち、貧乏、上位カーストや下位カーストを区別することなく、男女

ともみんな自由に着色粉をかけ合い、喜ぶ。

23. caitra dasaim/caitra sukla astami

それぞれの場所にあるドウルガ-女神の寺院、村々の小屋や家でプ-ジヤをするO

そして、アヒル、ニワトリ、水牛、ヤギ(ポカ)などの供物を捧げる。

24. ramanavami/saitra sukla navaml

ラームナワミ-の日は、断食(果物以外は何も食べない)をし、ラーマ神のプラ

ティマ(神像または写真)にパンチヤアムリットで休浴をさせプ-ジヤをしなけれ

ばならない。

その夜は一晩中眠ってはならない。夜通しラーマ神賛歌をうたい、過ごさなけれ

ばならない。

このように、断食をしプ-ジヤをすると、罪が消滅し、願い事がかなうと信じら

れている。この日、食事をした人には大きな災いが起きる。そして死後、地獄に落

ちると言われている。

また、この日は、プ-ジヤをし、キールを作りパフンに差し上げなければならな

い。

以上、祭礼行事が実際にどのような手順で行われているのかを上述してきたが、次

項にてこれらの儀式の諸行為が、結果的に日常生活における健康保持にどのように関

与しているかの検討を行うことにする。

Ⅲ.考察

ヒンドゥー教の祭礼行事では、ある種の物や行為が特別な意味を伴っていることが

少なくない。そこでここでは、先に述べた祭礼行事の慣行の中で、それぞれ祭礼行事

別に、儀式に必要なものとその行事において、健康法と関わりのある事柄を抽出した

(表8)。この表から、すべての儀式にはプ-ジヤを伴っていることが容易に読みとれ

るが、このプ-ジヤを行うためにはまず最初に休浴をしなければならないOさらに儀

式には、ニワトリやポカなどの供蟻をはじめ、パンチヤアムリツトやキールなど特定

の供物が必要とされたり、トウルシー、ビャクダン、クシャ、ビンロウジュなどなど

特定の植物が用いられなければならない。また、断食においても、一切のものを口に
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してはならない場合、水だけは許される場合、水、果物、紅茶はよいとする場合など、

いろいろな段階があり、それは儀式の内容によって異なってくる。これらのことを総

括し、本稿では儀式形態の一部を、 (1)休浴、 (2)植物崇拝68)、 -(3)断食、 (4)供犠・共食の

4種類に大別し吟味した。以下、さらにそれらについて詳しく見てみよう。

(1)休浴

古代より世界各地では、休浴は神聖なものに接する時に身を清める行為として行

われてきた。ヒンドゥー教においては、ガンジス河などの聖水で休浴すれば、罪や

汚れがなくなると言われている。つまり休浴は広義において人間と神との内面的交

信をする上での1つの準備段階であり、聖なるものへの接近とみなすこともできる。

ところでプ-ジヤのための休浴の際には、休浴前とは同じ服を着用してはならな

いという習慣がある。これは身体と同様に、それまで着ていた服も不浄なものとみ

なされるからである。このように信仰に基づく休浴は、結果的には衛生的な身体を

保持することになり、皮膚病などの病気を未然に予防することになっていると言え

よう。

(2)植物崇拝

これまで述べてきた祭礼行事の中では、特定の植物は儀式に必要不可欠なものと

して重要視されている。と同時に、そのほとんどが薬草的効用をも持ち合わせてい

るが、この方面については、すでにかなりの研究がなされている。そこで「ネパー

ル・インドの聖なる植物」 (八坂書房、 1993)から、儀式に用いられる主な植物と、

その効用を表9に示した。本書では、イネ、オオムギ、ゴマについての体への効果

は特に記されていない。しかし、イネ、オオムギはネパール人の主食で活動力の源

である。またゴマは前項の「祭礼行事の慣行」の中でも触れたように、 「体を温か

くする」という報告がある。

神または儀式との関係からこれらの植物について論ずる際、植物と特定の神との

因果関係を明らかにすることは容易ではないが、オオムギヤカミメボウキのように、

植物を、完全に神の化身とみなすものと、神と何らかの関係があるものとに分けて

考えることは可能である。つまり前者は植物が神そのものである。したがってそれ

らの植物を用いるということは、神と一体化することによって、神の力を自分のも

のに転化させるといった行為がそこに生じると見なすこともできる。いっほう後者

は、植物に霊的な存在があったり、あるいは神を拘引する要素があるとみなすもの

で、神と人間とを結びつける媒介を担っていると言えよう。そうしていずれもそこ

には人間をこえた力をもつ存在への信仰が見られる。
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表8祭礼行事に必要な物と健康法に関わりのある諸行為

169

行 事 名 儀礼に特に必要なもの 健康に関する惟行

1 bais豆kha sakr邑nti/nava bar亭a プージヤ, 断食

2
m えー恵tlrtha aum si/邑m 豆ko m ukha
herne

夏空諸 芸亘了 芸霜 羊車
プージヤ

3
?k等aya trtiya/parasur瓦m a

Jayanti
自社, 大麦 プージヤ

4
nirja ek邑dasibratarm /tulaslbiia

ropa岬m
穀物,布,令,果物, トウルシー プージヤ, 断食 (水も禁止)

5
bai叩aV豆n五m harisayani ek邑dasl
bratam /tulsirop叫am

トウルシー, ギ一,米,大麦,
ゴマ

首謡 是長野 (耕 だけ,

6 sr豆V叫a sam kr豆nti/lnto ph豆lne
果物,凍香,マース,パカウデイ, プージヤ.煙で皮膚の揮い
キール, とうきび なが治る, キールを食べる

7 n五gapa己cam l/kalkijayanti
管 ,*拏.望筈:製 等貰ウi

の花
プージヤ

8 raks豆bandhana
米, ダル,亀 ギ一,タルカリー.
ウコン,紐

転 嘉鮎 曇曇三芳 雪雲

9 kr印a Janm 豆寧tam ibrata
衣. 果物. アピール,大麦. =r
マ, 線香,灯明, ノヾンチヤアム

フ′ージヤ, 断食 (果物はよ
い). ノヾンチヤアムリツト

リツト を食!くる

10 kuse aum si クシャ草 プージヤ

ll tlja/hari臨lik瓦
大麦,=rマ,ビヤクタン.アチエ
‡.-+ 宗易妄品,㌔,盲蒜 品モ プージヤ, 断食

12 gapesa catulthi
ロッドウ一.織の芝I大麦.ゴマ.ウコン.義
香.アピール.シンドウル.スパリ.聖膿.白
い布,パンチヤカビチヤ,パンチヤムリブト

.プージヤ, 10個のロッドウー
を食べる

13 rsipancam lbrata ブラシ プージヤ, 断食

14 pratipad互sr互ddha ミルクで作ったお米の団子
フ.ージヤ. 16日間は,負,
肉, たまねぎ, ニンニクを
食べてはならなt,～

15
gatasth瓦pan豆′豆sbina sukla pak寧a

pratipad豆
大麦, トウモロコシ,刃物類 プージヤ

phulapati
果物. ペールの蕪なと.一フルノヾ
首ぷ哀筆,ォfeU4葺芸ft*.完品ふ プージヤ

biiaya dasam l ザマラ, ココナッツの汁 プージヤ

k0j邑grata bratam 牛乳 (牛のみ)牛乳のキール プージヤ, 穀物を食べない

16 dhanbantarijayanti/k豆gatih豆ra カラス プージヤ

laksm i puj邑 dip瓦vail′kukkura

tih豆ra
タバリ,蝋畑.イヌ●花捨 プージヤ

gaipuia
呈is, 普? .3 三芳- )l>. 焚阜李‥

ロティーなと.
プージヤ

bhaitik豆′govarddhana puj豆
油の器, クルミ, ビンロウジユ

で作った花籍
プージヤ

17
harivodhaniek豆dasi/tulasi

トウルシー
プージヤ, 供物を自分も食

bibaha ベる

18 dh邑nya p云rnum 豆bratam ロティー プージヤ

19 m 邑ghesam kranti (9 日は欠日) 布とゴマ
プージヤ, ゴマで作った食

べ物, キルツオを食べる

20 sripa邑cam !′sarasvatllayanti 本, ノート,ペンなど
蒜 蒜芸描 am ca の野食

21 m ah邑sivaratri
柿,鏡.タトゥラ,ベル,大麦.=r フ′ージヤ. 食事をしない
了.fcf-V 9 貫.* ,*F- ソタ.花. 」」2*蝣& 蝣*?^雪iク怨皇会をぎょ寄

22 Ph豆gu p云rnum 豆′holipunhi アピール, ポロ布 プージヤ

23 caitra dasaih
アヒル, ニワトリ, 永牛, ヤギ

(ポカ) などの供物
プージヤ

24 r邑m anavam lbrata キール
詣 詣 凄 吾)(果物以外
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表9植物崇拝とその効用

植物名神または儀式との関係効用

イネ

ウコン

オオムギ

カミメポウキ

キンマ

クシャソウ

クルミ

ゴマ

.サトウキビ

ビャクダン

ビンロウジュ

ドウルガ-女神と関係がある

魔術的な力をもつ

クリシュナの化身

ラクシュミの化身

神々の好物

魔除け

ラクシュミの好物

供犠祭の護摩の火に投じられる

縁起のよい品

神話に登場

ラクシュミヤガネ-,シャの神泉に関係
する

(特記なし)

熱,風邪,咲,気管支炎などとし
て処方.

(特記なし)

発汗剤,鎮痛効果,肝臓障害の薬
などとして処方.

興奮剤,消毒剤,夜盲症の治療な
どとして処方.
利尿効果がある.健胃剤としても
処方.赤桐,皮ff病などによい.
煎じ液は特に甲状腺腰として有効.
果物はリュウマチにもよい.

(特記なし)

催淫作用,冷やす効果,利尿効果
tf」?閉:

冷やす効果,発汗促進,消毒作用
がある.

催淫効果があり,駆虫剤,神経の
強壮剤にもなる.

(3)断食

先述したように、祭礼行事における断食は、一切のものを口にしてはならない場

合、水だけは許される場合、水、果物、紅茶はよいとする食物禁忌など、儀式によ

り異なる。その断食の程度が何を基準に決定づけられ今日に至ったのかを解明する

のは困難であるが、それぞれの行事における断食の性質を検討することはできよう。

例えば前項の「祭礼行事の慣行」の中で、エカダシ「の断食(No. 3)は水も飲ん

ではならないが、それは信徒たちの忍耐力を高めるためであるとしている。これは、

断食が修行の一形態として行われていることを示している。また、ティーズ(No.

ll)ではシバとパルヴァティーの神話に基づき、女性が幸せな結婚生活を祈願し、

断食をする。しかもそれをより効果的にあらしめるために、 「食物を口にすると夫

の寿命が縮み、さらに水を飲むと、夫の血を飲んだと同じことになる」とまでして

いる。さらに、リシ・パンチヤミ- (No.13)では、断食をすると、月経中の不浄

に関する罪が拭われると、断食が俄悔の行為として行われる。

ところで、敬虜なヒンドゥー教徒であったマハトマ・ガンジーは、断食をしてい

る間に、からだはさかんに排毒していると、 `健康のための断食'を奨励している。

また、ガンジーは肉体的効果を指摘するのみならず、 「断食の効果は、肉体の活力

が高められるというだけでなく、ある日的をもって断食をすれば、精神的啓発にも
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なる。」と精神的効果があることも強調している69)

(4)供犠・共食70)

ダサインやチャイットラ・ダサインでは、ポカ、ニワトリ、水牛など、犠牲の儀

礼的屠殺が行われる。供蟻は破壊の儀礼を経ることによって、そのエネルギーを得

ようとするものである。と同時に、供蟻は神と人間との共食による霊的交流もしく

は社会的親交の行為である。

クリシュナの誕生祭(No. 9)では、パンチヤアムリット(-雌牛のミルク、ヨー

グルト、ギ一、蜂蜜、砂糖の5品を混ぜたもの)を供物として捧げた後、必ず信徒

も食べるし、ガネ-シャ・チヤトウルシー(No.12)では、ガネ-シャに21個の黒

ゴマと蜂蜜で作ったロッドウ-を作りプ-ジヤをするが、最終的に1個を供物とし

てガネ-シャに、 10個をパフンに、残りの10個を自分が食べる。これらの行為はみ

な神と人間との共食による霊的交流であると言えよう。と同時に供物を神と共に食

べること(共食)により、神の恩恵を得られることを目的とした行為と見なすこと

ができる。

供横のための動物の屠殺と共食は、間接的には動物性蛋白質を摂取することにな

る。また、上述したパンチヤアムリットに用いられる牛乳は、寿命が延び、力、知

恵が増えるといわれているし、ヨーグルトは食欲が増したり、お腹のために大変よ

いとされている。さらにギ-は記憶力を高め、疲れをとるなどの効用があるとして

いる。同様に供物として用意される、パンチヤカビャ(牛の尿にミルク、ギ-、牛

糞、ヨーグルトを混ぜたもの)においても、牛の尿は咳を止め、手や足の関節の痛

みを治すといわれている。

以上のことから、このように儀式に必要なものや行為と、健康法に関わりのある

事柄の対比は、決して偶発的なものではないという示唆が見られる。

おわりに

ヒンドゥー教の祭礼行事は、地域により慣習や儀礼に多様性がうかがえるものの、

年間を通じて同じ基本的信仰のもとに慣行されている。

本稿では、ネパール催事暦に記されたヒンドゥー教の祭礼行事について、各種宗教

的行為の実際の手順を明らかにするとともに、それら儀式の諸行為が、結果的に日常

生活における健康保持に果たす役割について吟味・検討することを試みた。ヴイクラ

ム暦にティティを対応させた暦に基づく祭礼行事は、毎年同一日に行われることには

ならず、若干のズレが生じる。しかしそれら諸行事は月に偏りなく配置されており、

年間を通じて何らかの祭礼行事が執り行われている。これに個人の意志で行う儀礼や
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断食を加えれば、ヒンドゥー教徒の人たちにとっては、ほとんど毎日何らかの儀式が
I

執り行われることになるのである。

ところで祭礼行事の中から、儀式に必要不可欠のものと健康法に関する事柄を抽出

し、それらを総括して儀式形態の一部を「休浴」、 「植物崇拝」、 「断食」、 「供犠・共食」

に大別して考察してみると、それらの諸行為は、宗教儀礼といった視点と、健康法と

いった両側面から、それぞれ意義のあることが本稿では明かにされた。さらに人々が

信仰している宗教行事では、ただ単に儀礼が執り行われるのみならず、季節に応じた

食物や植物などを儀式の中に必要不可欠なものとして取り入れている。このことは、

たとえ貧困者であっても、 「宗教」という枠付けの中で病気にならないよう必要最低

限の食物を摂取する機会を与えたり、医療としての側面をも担うことになる。また、

たとえそれらが摂取するに十分ではない量であっても、効果や必要性は知識として受

け継がれることになる。つまり自分たちの民族が生き延びるための集団としての健康

法を、宗教儀礼の中に構築していると見ることもできよう。しかしこれらの健康方略

は、意図的に宗教儀礼の中に組み込まれていったものでなければ、健康を保持するた

めに宗教儀礼が位置づけられることになったのではなく、自然に定着していったと考

えるのが適切であろう。
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カドカ氏の冥福をお祈りするとともに、心より感謝したい。

注記

1)ネパール国内では、プラーマンとチェットリを合わせた人口は、他のどの民族よりも多い
とされている。両者はともに、敬虎なヒンドゥー教徒である。また、ネパールは多民族国
家であるが、この地域は主にネワ-ル族やチェットリ族が生活している。

2)ネパールでは通常、ヴイクラム紀元を年号とし、太陽日(gate)、太陰日(tithi)、西暦
(t瓦rikh)といった3種類の暦が並行して使用されているO市販されている暦は、太陽暦
を基本にし、太陽月ごとに1枚になっており、それぞれの日に対応する太陰月の日付と、
西暦の日付が記されている。
ヴイクラム紀元とは、古代インド史において、ウツジヤイニーを統治していたVikram

瓦ditya王が、シャカ族に勝利した記念の総元といわれているO西暦前58年を紀元とする
(rインド神話伝説辞典」、東京堂出版、 1994、 p77)(
太陽暦ではひと月の長さが29日であったり、 30日であったり、 31日であったり、ときには
28日しかなかったり、 32日の長さになったりする。これは其太陽が12宮のそれぞれに実防
に位置する期間を一太陽月とするためである(r占星術師たちのインドJ中公新書、 1992、

p65)ォ
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太陰日(tithi)は、月の満ち欠けの周期である朔望月を30等分した時間単位で、インドの

祭式や占いにとって欠くことのできないインド暦独特の時間単位である(r占星術師たち

のインド」中公新書、 1992、 p51)<

祭礼の日取りは、大部分が太陰暦(tithi)で決まるが、人々はその太陰暦(tithi)に対応
する太陽暦に基づき供儀を執り行う。したがって太陽暦では毎年、祭りの月日が若干ずれ

ることになるが、そのことに対し、信徒はなんら違和感を持っていない。

3)黄道帯を、春分点を起点として30度ずつ12等分してつけた名称。黄道の移行は、占星術と

のつながりが強いヒンドゥー教では重要視されている。

4) nava-新しい、 barsa-年、 me岑a-雄羊、 bais瓦kha-ヴイクラム暦の4月、 sakr互nti-
太陽の他の宮への移行。

5)五m瓦ko-母の、 mukha-顔を、 herne-見る、 aumsi-新月pak岑aとは、半分あるいは部

分という意味で、 kr叩a(黒)とsukla(自)とがあり、月の状態を示すo自分とは、新月
(朔日)からだんだんと明るい部分が広がって、満月になるまでの15日をいう。黒分とは、

16日目よりしだいに暗くなって闇夜(晦日)になるまでの15日をいう。ただし、 1朔望月

は実際には約29.53日であり、太陽日と太陰日の長さも違うので、陰暦の日付には欠日や

関目がしばしば見られるo kr印apaksaとは、黒分月を意味することになる0

6)カースト制度の最上級である僧侶階級に位置づけられている人のこと。プラーマンのこと

をネパール語では、パフンという。

7) tulasiko-トウルシーの、 VIU-種、 ropane-植え、 ek邑dasl-エカダシー、新月または満
月から数えて11日目。

8)カミメポウキのことをサンスクリット語でトウルシーという。この植物は記録に上がらな

い遠い昔からヒンドゥーの人々によって祭られており、ヒンドゥーのもっとも神聖な植物
の一つとなっている。

9)ヴイシュヌ神はブラフマ-、シバとともに、 3神の一つ。生類救済のための10種の形をとっ

て世に現れるといわれている他、植物や穀物にも化身としてたとえられることが多い。
10)プ-ジヤとは、ヒンドゥー教の主要な拝礼形式のことをいう。神前で祈りの言葉が捧げら

れ、花や食物が供えられる。

ll)神格化された蛇で、降雨や水に関係がある。ヒンドゥー教では、頬をふくらませたコブラ

の姿で、しかも多頭で表現される場合が多い。

12)プラーマン・クシャトリヤ・バイシャの3カーストに属する男子だけが、聖紐を身につけ

る対象となる。何本かのより糸をいっしょによりあわせた長い紐の輪を、左肩から右脇下

にかける。通常8-11歳の奇数の歳に儀礼が行われ、その日から-生身につけることにな

るが、近年では儀式は行っても、実際には身につけていない人も少なくない。この儀式は

第2の誕生と考えられている。

13)ティハ-ルについては、 「祭礼行事の慣行」のNo.16に詳述する。

14) 「山の娘」あるいは「山に住む女神」の意。シバ神妃の名は多数あるが、このパルバティー

は最も有名で、広く崇拝されている女神の一つである。

15)ブラーフマ一、ヴイシュヌ神とともに3神の一つ。破壊と創造をつかさどる神で、生殖器

崇拝とも関係が深い。ルーダラ、マへ-ス、マハデブなど多くの別名をもつ。マハデブの

マハは偉大なる、デブには神の意味がある。

16) ganesa-ガネ-シャ。ガネ-シャは象頭人身をした知恵と繁栄の神で、シバ神とその神妃
バルバティーとの間に生まれた息子とされている。

17)球形菓子のこと。

18)月経中には日常生活において、様々な制約を受けることになる。例えば、 5日間毎朝休浴

をしなければならないし、プ-ジヤや神に関わるすべてのものに触れてはならない。また、

料理をすることはもちろん、家族の者と食事を共にしてはならず、隔粧されたところで食

べる習慣がある。

19)黄金時代とは、プラーナの4つの時代の最初で最良の時代のことである。

20) No.15のダサインについては、次項の「祭礼行事の慣行」のところで一括して詳述する。
21) No.16のティバールについては、次項の「祭礼行事の慣行」のところで一括して辞述する。
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22)末期の水として、トウルシーに浸された水を口に含ませると天国へ行けるといわれている。

23) No. 5参照。

24)ブラフマ-神の妻。学問、知恵、弁説、音楽の神とされている。ネパールの学校には、サ

ラスヴァティー神を校内の敷地に紀っているところが多い。

25)ヒンドゥー教の4つの主なラトリー(夜祭り)に、モバラトリー、カールラトリー、スカ
ラトリーそしてシバラトリーがある。

26)タトゥワの辞書的な意味は、 「実在;真実、要素; 5大素(地水火風空);精髄;最高神;

柿(教諭哲学における25諦の一つ)。」である。

27)ネパールの地形は北海道の約2倍の面積を有しており、東西約850kmに対して南北わず

か200kmと地図上では横に細長い。しかし北部は標高3000mから8000m級の山々が巨峰

を連ね、帯状にヒマラヤ地帯を形成している。また南部は標高300m以下の`タライ'と

呼ばれる、同じく帯状に連なる南部低湿地帯が、遠くビンドスタン平原へと続いている。

そして両者の中間が山岳地帯となっている。

28)赤いマイカの粉のこと。

29)ダサイン大祭については、次項「祭礼行事の慣行」のNo.15に辞述する。

30)ドウルガ-とは、 「近づきがたい女神」の意である。シバ神の神妃で、悪魔退治の女神で

あると同時に、豊穣をもたらし、犠牲を要求する大女神とされている0

31)インドの叙事詩rラーマーヤナJの主人公。

32)これらはすべてガンガーに通じている。ここでいうガンガーとは、インドのガンジス河の

ことであるが、ネパールでは、その河に通じる支流をすべてカンガ-とみなし、そこを流

れている水は聖なる水とされている。

33)豆。ひき豆汁。

34)精製バター。

35)注32参照。
36)額につける印。通常は赤い粉に聖水の混ざったものが多いが(粉だけだと額につかないた

め)、サラツドゥ(先祖供養)の時は黄色い粉、ティバールの時は大麦を水で溶かしたも
のを縦に塗り、その上にゴマ・ビャクダンを擦りつぶしたものといろいろな色(黄、緑、

赤、育、ピンクなど)の粉を少しずつつけたりと、その時々によってつけ方が異なる。ま

た既婚女性は市販されている赤いテイカを額につける場合が多いが、未亡人になるとつけ

なくなる。この場合は、ビャクダンを擦ったものをテイカとして額につける。

37)辰しん砂の粉。朱色をしており、既婚女性が髪の分け目につける。結婚式では、このシン

ドゥルーを新婦につける儀式が最も重要であると言われている。

38)今日では、この日のために市販された「ナ-グの紙」を用いる家が多い。

39)クシャ草の指輪は、神や祖先への儀式や何か特別な儀式を司る男の右手の薬指にはめられ

る。

40)男根の象徴で、先史時代からの男根崇拝がシバ信仰と結びついたものとされている。シバ

寺院では、女性器ヨーニと結合した形の神体が配られている。リンガの先端は必ず北の方

角をさしている。

41)キンマ。キンマは天国にはないので、神々や女神たちも、このキンマを欲していると言わ

れている。時好品として、キンマの葉に石灰、香辛料を入れて三角形に包んだものが売ら

れている。

42)ビンロウジュの実。ガネ-シャの像やラクシュミ-の像が、ビンロウジュに象徴される。

43)ダッチオンという木を使用する。

44)ヴェ-ダの聖典には、リグ・ヴェ-ダ、ヤジュル.ヴェ-ダ、サーマ・ヴェ-ダ、アタル

ヴァ・ヴェ-ダの4つがある。ヴェ-ダは知恵を意味する。

45)ここでいう休浴は、アンニヤングスナ-ナというもので、これは身体に香油を塗ったり、

油を塗ってマッサージをすることである。寒いとき、体を油でマッサージし、休浴をしな

ければならない。油をつけずに休浴をすると体が冷えて病気になる。このように休浴をす
ると、体が健康で丈夫になるとされている。

46)ザマラはVijayaDasamiの儀式には必要不可欠なもので、大麦が芽を出した状態をいう。
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このザマラとなるムナまたはトウサ(はえたばかりのものを、ムナまたはトウサと言う)
は、信徒を幸福にしてくれる。それ故、プ-ジヤには大麦を使用した。

47)注30参照。

48) 2052年の場合は、欠日となっている。

49)去勢していない雄ヤギのこと。供蟻はシバ寺院では行われない。

50)村では家に自分たちの壁を作っている。そして都市でも自分たちの場所に、ダサイン用の

家、または壁を作っている。

51)シバの神葬己でドウルガ-神の激怒から生み出された。したがってドウルガ-の分身にあた

る。 「暗黒の女神」とも言われる。

52)ヴイシュヌ神の妻で、幸運と美の女神とされている。デイ-ワ-リーの3日目(No.16参

照)に、盛大にまつられる。

53) 1年のうち、モバラトリー、スカラトリー、シヴァラトリー、そしてカールラトリーを、

4つの重要な夜としている。

54)インドラ神は武人階級の神で、人々を苦しめる悪魔を徹底的に撃破する英雄神である。イ

ンドラ神の起源は古く、紀元前14世紀のヒッタイト文献の中に、すでに認められている。

55)ティバールは通常5日間の祭りであるが、 2052年の場合は、 kukuratih瓦raとIaksmip豆i瓦、
govardhana p面j瓦とbh豆i tlkaが同一E=こなっているため、暦上は4日間となる.

k互ga-カラス。

56) kukura-イヌ。この場合は雄雌を問わない。

57)ヤムラーズは、閣魔界の王のことである。ヒンドゥー教では全部で14個の界があるが、闇
魔界は宇宙にあるとされている。そうして死後魂を運ぶのが、ヤムラーズの使者であるイ

ヌとされている。

58)シヤールの樹の葉で作った小皿または器。

59) gai-牛。
60)牛の糞と石灰で家を塗る。そうすると、いろいろな種類の虫や細菌がいなくなると言われ

ている。

61)ヒンドゥー経典によると、地球を支配している方角の中で北の方に王がおり、それは大変

な金持ちであった。そしてそれはイネの王とされていた。それ故ラクシュミプ-ジヤの日、

ラクシュミの神像や写真を北の方に置き、プ-ジヤをする。つまり祭壇は北側に向かって

作られる。

62) bhai-弟。ここでいうバイテイカ(bhaltika)は、姉妹が兄弟にテイカをつける儀式の

ことで弟に限らない。この儀式は、ヒンドゥー教では最も重要な儀式の一つとされている。

63) No. 14参照

64)竹などで編んだ穀物を貯蔵しておく容器。村では、このような方法で穀物を貯蔵する。

65)米、マス(いんげん豆の一種)を砕いたもの、ギ一、しょうが、マサラ(香辛料)を入れ

て焚いた食べ物。

66) 3時間を1パヘルとする。夕刻太陽が沈んだ後、パヘルの時間の計算、または数えのとき

となる。

67)サンザシの実(一種の首のような花を食べた後酔う)。シバ神は麻薬を好む.

68)ここでは広義に、穀物、果実もこの範噂に含める。

69) M. K. Gandhi薯、丸山博監修、岡芙三子訳rガンジーの健康論」編集工房ノア、 p.177、
1992C

70)広義の供様には動物供犠のみでなく、飲食物(とれたての穀物、果実、酒など)や物品
(毛髪、衣服など)なども含まれる。 (r文化人類学事典」弘文堂、 1992)したがって、こ
こでは供蟻を広義の意味として捉えている。
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